
【神奈川県】子どもにおける歩行中の交通事故負傷原因（2019 年） 

                              出典：警察統計（2019 年） 
 
 警察統計によると、子どもの交通事故の内、歩行中では、飛出しによる事故が最も

多く、次いで横断歩道外横断、路上遊戯の順で多い。 
 
 
 
※違反なしの事故は除く 
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【神奈川県】車両における交通事故の原因（2019 年） 

 出典：警察統計（2019 年） 
 
 警察統計によると、車両における交通事故原因は交差点安全進行が最も多く 23.6％
を占めており、次いで、安全不確認、動静不注視の順で多い。 
 
 
※動静不注視 
相手車両の存在をあらかじめ認識していながらも、その危険性を軽く見てしまった

り、相手が避けてくれと思うなど、相手の動きに注視しなかったこと。 
→「だろう運転」 
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